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6 • 熱帯における水田からのメタン発生制御技術の開発

〔要約〕熱帯地域での杢旦からのメタン発生制御技術を検討した結果，圃場残存有機物の酸化的

分解の促進や，有機物肥料の堆肥化など，易分解性有機物量を減少させる有機物管理技術が効果

的であることが示された。
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〔背景・ねらい〕

地球温暖化に関与する大気中の急激なメタン (CH4)濃度増加の原因のひとつとして，世界的な水

田耕作面積の増加があげられている。熱帯地域には世界の水田面積の70%以上が分布しているとと

もに，高温であることからメタン発生強度が大きく ，熱帯の水田から発生するメタンが地球全体の

農耕地起源のメタンに占める割合は大きいと考えられる。本研究では，熱帯湿潤農地， と〈に熱帯

水田におけるメタン発生量を評価するとともに，発生のメカニズムを解明し，生成抑制技術の開発

を行なうことを目的とした。

〔成果の内容•特徴〕

1. タイ国内各地の9地点の水田で測定された水稲栽培期間のフラ ックスの平均値は，1.1-23.0mg

m-2hc1の範囲であり， 地点によりメタン発生量に大きな違いのあることか明らかになった（表

1)。メタン発生量と土壌の有機物含量や他の理化学性，あるいは水稲収量との間には有意な相関

はみられなかった。

2. ポッ ト試験では，湛水前の土壌に0.2% (W/W)の稲わらを混入することによ りメタン発生量

は3.8-10.4倍増加することが示された。その際，稲わら無混入区では栽培後期に大きなメタン発

生が見られたのに対し，稲わら混入区では栽培初期に最も大きなメタン発生が見られた（図 1)。

3. マレイシアにおける有機物施用の試験では，緑肥（セスバニア）の施用がメタン発生量を高め

たのに対し，有機物資材（ヤシ油残査 (POME),および有機物被毅化学肥料 (complehumus)の

場合は，資材施用直後であったcomplehumus区の出穂期初期を除きメタ ン発生に対し大きな影

糊は見られなかった（図 2)。

4. 以上の結果，熱帯水田における稲わら緑肥などの新鮮有機物の施用が， きわめて大きなメタン

発生量の増大効果を持つことを示している。このことから，熱帯地域での水田からのメタン発生

制御技術として，圃場残存有機物の酸化的分解の促進や，有機物肥料の堆肥化など，新鮮有機物

量を減少させることが重要であることが示唆された。

〔成果の活用面・留意点〕

熱帯地帯における水田からのメタン発生量の推定とメタン発生制御技術の開発に有効に活用され

る。

〔具体的データ〕

表 1 タイの水田からのメタン発生量
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